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康西桂町長槙田

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
凸

　
皆
様
に
は
お
健
か
に
平
成
四
年
の
新
春

を
お
迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
正
月
に
入

り
ま
し
て
か
ら
犬
変
暖
か
な
天
候
に
恵
ま

れ
ま
し
て
、
お
だ
や
か
な
＝
一
ヶ
日
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
昨
年
七
月
に
二
期
目
の
町
長
と
し
て
再

選
し
て
頂
き
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
暮
れ
の
自
治
省
の
発
表
で
は
山
梨

県
は
も
づ
と
も
住
み
や
す
い
県
日
本
一
に

な
り
ま
し
た
。
天
野
知
事
の
と
な
え
る
幸

住
県
構
想
を
軸
と
し
て
生
活
杜
会
優
先
の

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
二
十
一
世
紀
を
指
呼
の
間
に
望
み
、

こ
れ
か
ら
も
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
『
て

も
よ
り
一
層
、
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す

と
共
に
よ
り
健
康
な
町
づ
く
り
に
遭
進
致

し
ま
す
。

　
今
年
は
小
学
校
の
管
理
棟
が
老
朽
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
次
代
を
担
う
子
供
達

の
為
に
よ
り
環
境
の
よ
い
教
育
の
場
と
す

る
よ
う
改
築
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
拡
張
も
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
が
漸
く
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
で
、
用
地
を
取
得
で
き
ま
し
た
の
で
着

手
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
又
各
地
区
の
公

民
館
が
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
平

成
四
年
に
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
、

各
地
区
の
意
向
を
伺
う
中
で
、
条
件
の
整
っ

た
所
か
ら
平
成
五
年
に
は
、
着
工
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ゴ

ル
フ
場
は
昨
年
暮
れ
に
県
の
運
用
基
準
の

見
直
し
も
終
了
致
し
ま
し
た
自
町
の
活
性

化
地
域
の
発
展
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
は
か
る

中
で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
町
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
の
イ
ペ
ン
ト
を
盛
り
込
み

な
が
ら
、
皆
様
と
共
に
祝
い
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
益
々
、
高
齢
化
の
進
む
中
で
、
杜
会
福

祉
の
充
突
も
一
層
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ヌ
等
、
い
ろ
い
ろ
の

面
で
町
民
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
充
実

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
凸
平
成

四
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
為
に
、
活
力
あ

る
住
み
よ
い
、
緑
多
い
ゆ
た
か
な
町
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
参
る
所

存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願
い
致

す
と
共
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
血
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年
頭
に
あ
た
り

西桂町議会議長梅原啓一

　
町
民
の
皆
様
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん

で
御
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
四
月
議

員
改
選
に
伴
い
、
初
の
臨
時
議
会
に
議
長

と
云
う
犬
役
を
頂
き
、
全
議
員
共
々
、
徴

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
な
る
決

意
を
も
っ
て
住
民
サ
イ
ド
の
行
政
が
反
映

で
き
る
こ
と
念
じ
な
が
ら
越
年
出
来
ま
し

た
こ
と
皆
様
方
の
御
支
援
あ
れ
ば
こ
そ
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

振
り
返
り
、
昨
年
平
成
一
＝
年
内
外
共
に
激

動
あ
る
年
で
あ
っ
た
こ
と
周
知
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。
当
町
に
於
い
て
も
異
状
気
象

の
中
で
多
く
の
出
来
事
が
発
生
し
ま
し
た
白

　
特
に
八
月
の
台
風
余
波
、
近
年
に
な
い

豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生
に
あ
っ
て
は
、
倉

見
地
区
、
下
暮
地
地
区
を
始
め
と
す
る
町

内
全
域
に
わ
た
る
災
害
が
あ
り
、
災
害
の

恐
し
さ
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
下
で
、
住
み
良
い
町

づ
く
り
、
快
適
な
る
生
活
優
先
行
政
を
計

る
基
本
的
理
念
の
確
立
を
町
民
皆
様
と
共

に
話
し
、
将
来
の
西
桂
、
二
十
一
世
紀
に

向
う
西
桂
町
の
有
り
方
の
話
し
合
う
場
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
血

　
平
成
四
年
は
町
制
施
行
四
十
周
年
で
あ

り
ま
す
。
多
彩
な
る
記
念
行
事
式
典
も
行

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
凸
そ
の
様
な
機
会
に

多
く
の
意
見
を
持
由
苛
っ
て
語
り
合
う
場
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
年
度
の
中
で
小
学
校
管
理
棟

の
老
朽
化
に
伴
い
、
小
学
校
建
替
事
業
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
桂
町
の
将
来
を

に
な
う
子
供
達
、
人
づ
く
り
の
基
源
で
あ

り
ま
す
、
学
び
舎
の
建
設
が
今
年
度
に
あ

り
ま
す
。
学
校
五
日
制
の
問
題
も
今
年
二

学
期
か
ら
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
犬

き
な
杜
会
問
題
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
模
田
町
長
政
治
公
約
で
あ
り
ま

す
、
各
部
落
に
お
け
る
公
民
館
建
設
も
多

く
の
皆
様
方
か
ら
、
こ
の
建
設
に
お
付
る

要
望
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
域
に

適
し
た
建
設
に
対
す
る
位
置
づ
け
、
予
算

づ
け
等
も
、
平
成
四
年
度
に
行
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
議
会
議
員
一
同
、
皆
様
方
の

要
望
に
応
え
る
べ
き
創
意
工
夫
を
も
っ
て

町
民
福
祉
向
上
の
た
め
最
犬
限
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

御
指
導
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
御
多
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と
と

御
健
勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

午前９時より 、西桂中

最後は無火災を誓 って

唱」を実施し、無事式

■
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十
一
月
臨
時
議
会

〇
一
帆
収
会
計
第
一
一
言
百

内総補
　　正
容額額

一
六
、
九
五
〇
千
円
追
加

一
、
五
〇
二
、
五
八
二
千
円

国
庫
補
助
事
業
の
災
害
復
旧
工
事

費
を
迫
加
し
ま
し
た
。

歳
入
の
国
庫
補
助
金
は
、

一
一
、
九
九
〇
千
円
で
す
。

十
二
月
定
例
議
会

固　○公
営
佳
宅
整
偏
基
金
条
例
制
定

　
　
　
町
営
住
宅
の
維
持
補
修
等
の
た
め
の
基
金

　
　
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
財
源
は
、
住
宅
使

　
　
用
料
を
充
当
し
ま
す
。

　
○
企
業
の
誘
致
条
例
の
廃
止

　
　
　
誘
致
企
業
の
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
条

　
　
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
〇
一
一
一
リ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

　
　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
食
事
料
金
を
条
例
か
ら
外
し
、
使
用
料
を

　
　
一
部
改
め
た
も
の
で
す
。

　
○
職
員
定
数
条
例
の
制
定

　
　
　
職
員
定
数
を
増
員
し
、
旧
条
例
を
廃
止
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
４
　
　
●

　
　
て
、
制
定
し
直
し
ま
し
た
。

　
○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
制

　
　
定

　
　
　
従
来
の
条
例
に
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給

　
　
項
目
を
追
加
し
、
支
給
金
額
等
の
改
正
を
含

　
　
め
て
制
定
し
直
し
ま
し
た
。

　
○
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

　
○
職
員
給
与
条
例
の
制
定

　
○
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
　
一
部
改
正

　
　
　
三
件
と
も
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
改

　
　
正
で
す
。

　
○
萎
萎
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
議
会
運
営

　
　
委
員
会
の
設
置
と
参
考
人
制
度
の
創
設
の
一

　
　
部
整
で
ｔ

　
〇
一
般
△
颪
許
勢
四
□
万

　
　
補
正
額
　
一
四
、
○
八
三
千
門
追
加

　
　
総
　
額
　
一
、
五
一
六
、
六
六
五
千
円

　
　
内
容
主
な
も
の
は
、
小
学
校
舎
の
設
計

　
　
　
　
委
託
料
八
百
万
円
、
ト
ラ
ッ
ク
購
入

　
　
　
　
約
＝
言
万
円
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
導
入
委
託
料
約
百
万
円
な
ど
で
す
。

　
○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
一
号

　
　
補
正
額
　
十
九
、
二
七
五
千
円
追
加

　
　
総
額
二
三
二
、
三
六
七
千
円

　
　
内
　
容
　
医
療
費
の
追
加
が
主
な
内
容
。

　
○
老
人
保
健
法
特
別
会
計
第
一
号

　
　
補
正
額
　
八
八
○
千
円
追
加

　
　
総
　
額
　
＝
二
四
、
四
四
三
千
円

　
　
内
　
容
　
医
療
費
の
追
加
補
正

　
〇
一
般
会
計
第
五
号

　
　
補
正
額
　
一
七
、
三
七
一
一
千
円
迫
加

　
　
総
　
額
　
一
、
五
＝
一
四
、
〇
三
七
千
円

　
○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
二
号

　
　
補
正
額
　
二
、
七
四
一
千
円
追
加

　
　
総
　
額
　
二
三
五
、
一
〇
八
千
円

　
○
簡
易
水
遭
特
別
会
計
第
一
号

　
　
補
正
額
　
一
一
一
一
五
千
円
追
加

　
　
総
　
額
　
四
二
、
六
二
七
千
円

　
〇
一
一
一
リ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

　
　
第
一
号

　
　
補
正
額
　
二
五
三
千
円
追
加

　
　
総
額
四
一
一
一
、
九
九
一
千
円

　
　
内
容
一
般
会
計
五
号
・
国
保
会
計
二
号
・

　
　
　
　
　
簡
水
会
計
第
一
号
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
会
計
第
一
号
と
も
、
人
事
院
勧

　
　
　
　
　
告
に
よ
る
人
件
費
の
補
正
で
す
。

團　○学
校
事
務
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員
等
、
現

　
　
行
の
義
務
教
育
国
庫
負
担
対
象
職
員
の
範
囲

　
　
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均
等
水
準
維
持
向

　
　
上
の
た
め
の
請
願

　
Ｏ
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
関
す
る
条
約
」
の

　
　
早
期
完
全
批
准
を
求
め
る
た
め
の
請
願

　
　
　
提
出
老
　
二
件
と
も
南
都
留
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
　
他
一
一
一
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
採
択

團
　
○
義
務
教
育
書
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

　
　
る
生
督
善

　
　
　
学
校
事
務
職
員
、
学
校
栄
養
職
員
等
を
国

　
　
庫
負
担
制
度
の
対
象
外
と
す
る
国
の
制
度
見

　
　
直
し
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
が
可
決
さ

　
　
れ
ま
し
た
。

　
Ｏ
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
早
期

　
　
完
全
批
准
を
求
め
る
土
魯
見
書

　
　
　
児
童
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
関
連
国

　
　
内
法
の
整
備
を
図
り
、
早
期
に
こ
の
条
約
の

　
　
批
准
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
が
可

　
　
決
さ
れ
ま
し
た
。

園
　
○
土
地
取
得

　
　
　
下
暮
地
犬
沢
の
土
地
二
二
、
二
九
五
平
米

　
　
を
千
百
万
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

　
　
ま
し
た
。

　
○
工
事
誼
賀
契
約
締
結
事
項
中
の
変
更

　
八
月
に
議
決
済
み
の
月
夜
ノ
平
二
号
棟
の

工
事
請
負
契
約
金
額
に
四
九
七
、
四
九
〇
円

追
加
し
、
一
二
七
、
○
八
四
、
四
九
〇
円
に

変
更
。
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靱

１１月２９日工事の指名競争入札を行い
、

　　それぞれ着．’１二Ｌております
。

　丁事巾の御協カをお願いします
。

○
渡
場
用
水
排
水
路
新
設
工
事
合
見
地
内

施
工
延
長

梼
造
物

請
負
金
額

請
負
業
者

＝
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル

ポ
ッ
ク
ヌ
カ
ル
バ
ー
ト
、

四
、
七
五
〇
千
円

タ
ナ
カ
興
建
繍

○
尾
尻
農
道
舗
装
工
事
下
暮
地
地
内

施
工
延
長
　
九
五
一
・
四
メ
ー
ト
ル

構
造
物
　
表
戸
工
、
外
測
線
設
置

請
負
金
額
　
六
、
三
〇
〇
千
円

請
負
業
老
樹
巴
組

○
柳
溝
農
道
拡
幅
改
良
工
事
上
町
地
内

施
工
廷
長
　
九
〇
、
八
メ
ー
ト
ル

構
造
物
土
留
工
、
水
路
工
、
他

講
負
金
額
　
五
、
五
二
〇
千
円

請
負
業
着
樹
原
田
組

○
郷
土
用
水
改
修
工
事
柿
園
地
内

施
工
延
長
　
六
〇
・
○
メ
ー
ト
ル

構
造
物
四
〇
〇
型
水
路

請
負
金
額
　
二
、
九
〇
〇
千
円

請
負
業
者
　
砲
則
田
土
建

○
大
久
保
農
道
改
良
工
事
柿
園
地
内

施
工
延
長
　
四
〇
・
Ｏ
メ
ー
ト
ル

構
造
物
プ
ロ
ッ
ク
石
積
、
水
路
工

請
負
金
額
　
三
、
六
五
〇
千
円

請
負
業
者
　
樹
則
田
土
建

○
松
久
保
線
拡
幅
工
事
倉
見
地
内

施
工
延
長
　
四
四
・
七
メ
ー
ト
ル

構
造
物
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

請
負
金
額
　
一
、
八
四
〇
千
円

請
負
業
者
　
渡
部
建
設
欄

●
　
　
Ｅ
ｕ

○
上
町
地
内
床
版
設
置
工
事
上
町
地
内

施
工
延
長

桟
造
物

請
負
金
額

請
負
業
老

＝
二
、
五
メ
ー
ト
ル

Ｖ
Ｓ
測
溝
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
他
二
、
二
八
○
千
円

桂
土
木
工
業
鮒

，
出

○
揚
川
用
水
改
修
工
事
　
上
町
地
内

施
工
延
長

構
造
物

請
負
金
額

請
負
業
老

六
六
・
六
メ
ー
ト
ル

Ｕ
型
水
路
、
床
版

四
、
一
五
〇
千
門

桂
土
木
工
業
欄

○
下
暮
地
官
前
水
路
改
修
工
事

施
工
延
長
　
六
メ
ー
ト
ル

■
構
造
物
三
〇
〇
型
水
路
、

請
負
金
額
　
一
、
四
〇
〇
千
円

請
負
業
老
　
砲
則
田
土
建

下
暮
地
地
内

○
唐
沢
川
災
害
復
旧
工
事
倉
見
地
内

施
工
延
長
　
＝
一
九
・
九
メ
ー
ト
ル

構
造
物
プ
ロ
ッ
ク
石
積

請
負
金
額
　
四
、
九
五
〇
千
円

請
負
業
者
　
タ
ナ
カ
興
建
鮒

〇
三
リ
峠
線
災
害
復
旧
工
事
下
暮
地
地
内

施
工
延
長
　
一
七
・
Ｏ
メ
ー
ト
ル

構
造
物
プ
ロ
ッ
ク
石
積
、
ガ
ー
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
ル
基
礎

請
負
金
額
　
一
＝
、
九
七
〇
千
円

請
負
業
者
　
砲
削
田
土
建

○
東
海
戸
道
上
農
地
災
由
覆
旧
工
事

施
工
延
長
　
七
・
五
メ
ー
ト
ル

倉
見
地
内

構
造
物
ブ
□
ツ
ク
石
積

請
負
金
額
　
五
八
Ｏ
千
円

請
負
業
者
　
樹
原
田
組

○
宮
の
越
農
地
災
害
復
旧
工
事
倉
見
地
内

施
工
面
積

構
造
物

請
負
金
額

請
負
業
老

二
・
七
七
一
耐

土
量
Ｖ
四
二
七
市
、

石
積
二
、
一
一
〇
千
円

タ
ナ
カ
興
建

プ
ロ
ッ
ク

○
滝
入
農
地
災
害
復
旧
工
事
　
下
暮
地
地
内

施
工
面
積
　
一
、
二
二
七
耐

構
造
物
土
量
Ｖ
二
・
八
九
巾

請
負
金
額
　
一
、
一
〇
〇
千
円

請
負
業
者
　
東
英
建
設
工
業
樹

○
入
田
農
地
災
堂
覆
旧
工
事
　
下
暮
地
地
内

施
工
面
積
　
二
三
八
耐

構
造
物
土
量
Ｖ
六
四
が

講
負
金
額
　
二
九
〇
千
円

諸
負
業
老
　
東
英
建
設
工
業
樹

○
宝
養
寺
山
農
地
災
害
復
旧
工
事

施
工
面
積
　
二
〇
二
耐

構
造
物
土
量
Ｖ
五
一
が

請
負
金
額
　
三
九
〇
千
円

請
負
業
老
樹
原
田
組

倉
見
地
内
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平
成
四
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
皆
様

方
の
御
清
福
を
お
祈
ゆ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
五
月
、
前
田
会
長
の
後
を
受
け
て
商
工

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
共
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
商
工
会
も
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
御
支
援
、
御

協
力
を
賜
り
地
域
商
工
業
の
発
展
の
為
、
機
能

を
一
層
充
実
、
組
織
の
強
化
拡
充
を
図
り
、
よ

り
期
待
さ
れ
る
商
工
会
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
商

工
会
を
モ
ッ
ト
ー
に
鋭
意
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。　

目
本
経
済
も
内
需
中
心
の
景
気
拡
犬
に
よ
り

戦
後
最
長
の
好
景
気
を
記
録
し
堅
調
に
捷
移
し

て
き
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
湾
岸
戦
争
、
大
店
法

一
夫
規
模
小
売
店
舗
法
一
の
改
正
、
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
の
崩
壊
等
内
外
の
情
勢
の
急
激
な
変
化
に

よ
り
先
行
き
厳
し
い
不
透
明
感
が
で
て
き
て
楽

観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
民
問
情
報
で
は
早
く
か
ら
景
気
の
後
退
を
予

測
し
て
お
り
ま
し
た
が
十
一
一
月
に
入
っ
て
経
済

企
画
庁
も
こ
れ
を
追
認
す
る
よ
う
な
情
勢
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
血
特
に
犬
店
法
の
改
正
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
一
〇
　
　
●

る
と
こ
ろ
の
規
制
緩
和
等
諸
々
の
情
勢
は
地
域

の
小
売
商
業
に
直
接
、
か
つ
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
西
桂
町
に
お
き
ま
し
て
も
将
来
い

ち
じ
る
し
い
環
境
の
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
こ
そ
結
束
し
英
知
を
結
集
し
て
前
向
き
に
対

応
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
犬
切

な
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
業
老
各
位
の
団

結
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
『
て
商
工
会
が

地
域
に
果
す
べ
き
役
割
は
益
｛
重
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
会
員
相
互
の
団
結
と
連
携
を

尚
一
層
深
め
、
よ
り
充
実
し
た
体
制
を
整
え
町

の
商
工
業
発
展
の
為
遭
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
何
卒
皆
様
方
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
域
産
業
労
務
対
策
事
業
と
し
て
、
昨
年
十

一
一
月
五
目
、
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
二
階
に
て
開
催
、

町
内
事
業
所
勤
務
の
＝
一
十
七
名
の
優
良
従
業
員

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※
　
優
良
従
業
員
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
敬
称
略
〕

県
知
事
表
彰
　
「
一
一
士
嚢

　
渡
辺
明
男
　
　
（
亀
屋
鉄
工
所
）

　
幡
野
茂
雄
　
（
株
式
会
杜
損
田
商
店
〕

　
渡
辺
雄
次
　
（
高
山
織
物
一

県
商
エ
ム
蓬
ｘ
星
冒
瓦
表
彰
　
　
「
十
五
年
勤
続
」

　
遠
山
昭
一
　
（
高
尾
製
作
所
一

　
柏
木
守
光
　
一
株
式
会
杜
　
川
栄
）

　
渡
辺
　
努
　
一
渡
辺
米
穀
店
一

　
川
村
清
江
　
一
サ
ン
ケ
ー
工
業
株
式
会
社
一

西
灌
町
町
長
表
彰
　
「
士
早
勤
続
」

　
滝
□
吉
行
　
一
桂
石
油
）

　
宮
沢
一
一
一
千
雄
一
桂
石
油
）

　
佐
藤
な
つ
子
一
株
式
会
杜
岩
田
光
学
）

　
小
山
田
　
孝

（
富
士
特
殊
コ
ン
ク
リ
ｉ
ト
エ
業
株
式
会
杜
一

　
渡
辺
定
義
　
一
右
限
会
社
渡
　
兼
）

西
桂
町
商
工
△
菅
瓦
表
彰
　
　
「
七
－
干
表
彰
」

　
白
須
武
男

　
　
　
　
一
リ
ベ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
榛
式
会
社
一

　
宮
下
俊
夫
　
＾
株
式
会
杜
岩
田
光
学
一

　
伊
奈
英
俊

　
　
　
＾
株
式
会
杜
デ
イ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ス
一

　
高
山
信
之
　
（
株
式
会
社
　
川
　
栄
一

西
桂
町
商
工
会
長
萎
｝
　
「
五
隻
轟

　
佐
藤
文
男

　
　
　
　
＾
リ
ベ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
株
式
会
杜
一

　
川
村
　
豊
　
　
（
建
築
技
能
者
部
会
一

渡
辺
澄
代
　
一
株
式
会
杜
岩
田
光
学
〕

　
武
藤
忠
春

　
　
　
（
株
式
会
杜
デ
イ
ー
・
エ
ヌ
．
エ
ス
一

　
小
川
幾
代
　
　
一
株
式
会
杜
　
川
　
栄
〕

渡
辺
善
仁
　
一
株
式
会
杜
損
田
商
店
〕

　
田
村
知
恵
己
一
株
式
会
杜
損
田
商
店
〕

　
田
村
　
厚
　
一
サ
ン
ケ
ー
工
業
株
式
会
杜
一

西
桂
町
商
エ
ム
雷
長
表
彰
　
　
「
一
一
一
年
動
続
」

　
渡
辺
万
洋
　
　
一
扇
　
整
　
経
一

　
重
田
秋
子
　
　
（
扇
　
整
　
経
一

渡
辺
　
聡
　
　
一
建
築
技
能
者
部
会
一

宮
下
和
正
　
　
一
建
築
技
能
老
部
会
一

仲
神
　
保

　
　
　
一
フ
ジ
コ
ン
株
式
会
杜
　
山
梨
工
場
〕

渡
辺
誠
二
　
一
株
式
会
杜
岩
田
光
学
一

自
井
信
子
　
　
一
株
式
会
杜
岩
田
光
学
一

喜
多
村
亮

　
　
　
一
株
式
会
杜
デ
イ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ス
一

渡
辺
恒
義

一
富
士
特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業
秩
式
会
社
一

渡
辺
芳
子
　
＾
株
式
会
杜
　
川
　
栄
一

渡
辺
富
士
子
＾
株
式
会
杜
　
川
　
栄
一

山
岡
美
智
子
＾
右
限
会
杜
美
美
楽
楽
一

奥
山
一
夫
　
＾
前
田
鉄
骨
工
業
一

　
従
業
員
表
彰
式
を
記
念
し
て
、
十
二
月
五
日

＾
木
一
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
一
階
大
集
会
室
に
於
て
、

古
典
落
語
家
柳
家
小
団
治
師
匠
に
よ
る
「
笑

え
ぱ
お
金
も
あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
」
と
題
し

犬
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
二
百
名
が

出
席
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
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本
会
で
は
珠
算
の
推
進
と
後
継
老
教
育
と
し

て
、
全
国
一
斉
の
検
定
試
験
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
珠
算
の
人
気
は
計
数
観
念
の
向
上
に
非

常
に
役
立
つ
と
し
て
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
凸

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
検
定
合
格
老
は
次
の
通
り

で
す
。
　
（
本
会
扱
い
分
の
み
）

「
一
一
級
」

渡
辺

渡
辺

「
一
一
一
級
」

佐
藤
東
山

渡
辺

亜
希
子

明
子

裕夏光
美樹慶

舟
久
保
弘
明

滝
口

武
藤

藤
江

高
尾

佐
藤

「
四
級
」

和
美

未
央

美
緒
大
夢

め
ぐ
み

横
小
路
健
史

「
八
級
」

仲
野
　
真
澄

奥
秋
　
広
子

古
庄
　
幸
子

志金高新前
村城尾田田
公　和智恭
章綾史犬子

渡
辺
佳
代
子

池
田
　
ゆ
か
り

高
尾
　
直
由

岩
田
　
明
子

　
好
天
の
も
と
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
次
の
チ
ー
ム
が
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
優
　
勝
　
小
林
電
子
工
業
チ
　
ム

　
準
優
勝
　
ツ
ル
テ
ッ
ク
Ｄ
チ
ー
ム

　
三
位
ツ
ル
テ
ッ
ク
Ａ
チ
ー
ム

　
努
力
賞
中
遣
織
物
チ
ー
ム

　
最
優
秀
選
手
賞
に
は
小
林
電
子
工
業
チ
ー
ム

の
安
野
鍬
雄
選
手
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

グ
ラ
ン
ド
に
は
選
手
や
応
援
老
の
約
五
百
名
が

参
加
し
て
一
日
中
振
や
か
で
し
た
。

商
工
貯
蓄
共
済
大
き
く
目
標
達
成

　
昨
年
七
月
一
日
よ
り
十
月
一
一
一
十
一
目
ま
で
の

本
会
地
域
の
県
商
工
会
連
合
会
の
目
標
七
十
ニ

ロ
の
と
こ
ろ
皆
様
方
の
御
尽
力
、
御
協
力
に
よ

り
百
二
十
口
の
加
入
で
目
標
達
成
率
百
六
十
六

％
と
大
き
く
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
期
聞
中
新
規
加
入
ニ
ロ
で
一
名
様
を
本
年
一

月
二
十
九
日
一
水
一
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
「
美
川
憲
一
ビ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
に
犬
型
バ

ス
一
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
を
貸
切
り
、
ご

招
待
を
致
し
ま
す
。

　
こ
れ
も
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
尽
力
の
賜
と

深
く
感
謝
す
る
と
共
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
商
工
貯
蓄
共
済
は
全
国
的
な
共
済
制
度

で
、
貯
蓄
、
融
資
、
保
障
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
積

立
制
度
で
す
。
満
六
才
か
ら
六
十
五
才
ま
で
の

方
な
ら
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
掛
金
は
一

口
当
り
二
千
門
で
十
□
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
満
期
時
に
返
戻
し
ま
す
。
融
資

は
事
業
資
金
、
生
活
資
金
が
安
い
利
息
で
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。
保
障
は
生
命
と
交
通
障
害
保

障
付
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
町
内

の
皆
様
方
が
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
商
工
会
創
立
＝
一
十
周
年
記
念
版
電
話
帳
を

昨
年
町
内
全
戸
に
一
部
を
無
料
で
配
布
を
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
御
入
用
の
方
は
商
工
会
事
務
所

に
あ
り
ま
す
の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
一
一
部
一
、
五
〇
〇
円
有
料
一

　
電
話
使
用
料
金
は
営
業
用
＾
事
務
用
一
と
一

般
家
庭
用
の
料
金
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前

営
業
用
で
電
話
の
加
入
を
さ
れ
て
い
て
、
現
在

は
営
業
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
吉
田

支
局
に
て
一
般
家
庭
用
に
変
更
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

　
変
更
手
続
き
を
し
な
い
と
営
業
用
基
本
料
金

の
方
が
高
い
為
、
永
年
の
間
に
は
犬
変
不
利
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
営
業
等
の
廃

業
証
明
書
は
本
商
工
会
に
て
発
行
し
ま
す
の
で

ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
一
証
明
料
は
一
部
二
〇
〇
円
〕

　
基
礎
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
国
民
年

　
金
基
金
に
加
入
し
、
老
後
の
生
活

　
の
充
実
を
〃
一

　
現
在
、
国
民
年
金
＾
基
礎
年
金
一
に
加
入
し

て
い
て
、
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

一
月
額
九
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
一
を
支
払
っ
て
い
る
方

が
加
入
で
き
ま
す
血

　
加
入
対
象
老
は
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で

の
方
で
、
掛
金
の
払
込
限
度
額
は
月
額
六
万
八

千
円
ま
で
で
＾
加
入
年
令
、
受
取
パ
タ
ー
ン
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
掛
金
等
の
組
合
せ
が
自
由
に
選

択
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
そ
の
他
の
公
的
年

金
と
合
算
の
う
え
「
公
的
年
金
等
控
除
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
は
本
商
工
会
並
び
に

東
部
青
色
申
告
会
西
桂
支
部
が
業
務
扱
い
を
し

ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

土
曜
月
の
閉
所
方
弐

に
つ
い
て

県
警
に
席
省
庸
老
皇
典
下
膚
．
．

と
な
り
ま
す
の
で
宜
籔
く
お
原
伽
致
レ
哀
ず
｛
∴
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新区長紹介

倉見区長　武藤　勇　柿園区長 渋谷嘉造 本町区長 羽根田巌　上町区長 宮下友義下暮地区長 永田富幸

１０

　　聞
牛乳バツク

酒醤油瓶

ピール瓶

ビール箱

　計

　　　　１憲

　　　ｑ
ｌ， ９１５ｋｇ

３， ５６５ｋｇ

　１５１ｋｇ

１， ５１９本

１，８６７本

　４６ケース
１Ｏ ，４９５ｋｇ
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…榊甜…柑鮒；曲 グループ紹介

西桂シヱイプアップクラブ

１ｌ

萎

　私達のクラブは誕生して３年目を迎え毎週火曜日夜８

時から１時間、中学校の体育館でエアロビクス ・ストレ ッ

チ・ ウエイトトレーニングに楽しいゲームを取り入れた

り、 若い幡野 コーチ

のかけ声や、音楽の

リズムに合わせて手

足を上げたり下げた

り、 夢中です。参加

老のほとんどが家庭

をもっ主婦で、日頃

の運動不足をこのク

ラプに参加して「ス

トレス解消」「気分

義換」　「肩こりが無

くな った」「体が軽くな った」「終 ｒた後の気分が良い

から」などとそれぞれの効果を感じています。毎週「こ

んばんは」　「今目は寒いね」「久しぷり」　「元気」など

代表槙　田　敬　子

と声をかけながら当

番の人を中心に 、楽

しく活動しています
。

　今年も１月７日か

ら始めています
。

　皆さんもぜひ一度

参加してみませんか 、

毎週火曜日夜８時中

学校体育館でお待ち

しています 。

０（２５〕３　１　４　０

機能訓練事業で〆め縄作り

　　　　　　　１２月の機能訓練は
、

　　　　　　クりスマスのリース作り 、

　　　〆め縄作りと楽しい時を過ごしました 。

　　　機能訓練は、医療終了後も継続して 、

機能の維持改善のための訓練を行う必要のある老や

老化等により心身機能が低下している老が対象です 。

身近に、対象となる人がいましたら勧めて下さい 。

‘髪

鶉
蓼．・

；睦
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おめでとうあげまＬて

　　　お正月 、７０歳以上のお年寄りの家には 、

小学校４ ・５ ・６年生から元気な年賀状が届きました 。

　　　これがきっ かけでお友達になれたら ・・・…
。

平
成
一
一
一
年
廣

１２

社
会
福
祉
協
讃
会
会
口
ま

　
　
　
　
、

６
１
４

０
０
０
円

　
共
同
募
金
と
共
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
杜
会

福
祉
協
議
会
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
会
費
も
、

目
標
に
近
い
数
字
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平成３年度 社会福祉協講会会竈実竈

，逝路・ 二十暇１．秦・１讐．．

．，

１浄 ・
戸別 金額 戸別 金額

倉　見 １蛎 帥．副皿 畠 昔， ｏｏｏ ・１０５ ．５００

柿　園 脳 ｌ１４ ．５００ 鴉 冊。ｍｏ １〃 。５Ｄ０

本　町 １１３ 蘭， ５００ ９ ９， ｏｏｏ 冊、 ５Ｄ０

上　町 〃里 １仙 、ｏｏｏ 蝸 刎。 ｏｏｏ １側 。ｏｏｏ

下暮地 ２１０ ｌ１畠 、５００ ｌｆ １呂 ，ｏｏｏ １彗ユ 、５００

合　計 １． ０１９ ５盟 ，ｏｏｏ 甑 躯、 ｏｏｏ ６１４ ，ＯＯＯ

　　般
特　別

　５００門

１， ｏｏｏ円

目擦額

達成率

６５０ ，５００門

９４％

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
協
カ

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
敬
称
略
・
順
不
同
〕

☆
都
留
仏
教
会

☆
富
士
五
湖
明
る
い
杜
会
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会

☆
県
共
同
募
金
会

　
こ
の
善
意
の
金
品
は
、
歳
末
助
け
合
い
と
し

て
、
町
内
の
家
内
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
血

平
成
３
年
度
共
同
寡
金
は

　
　
８
６
９
，
４
０
６
円

　
昨
年
１
０
月
か
ら
１
２
月
ま
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
共
同
募
金
運
動
は
、
町
民
の
皆
様
の
暖
か
な

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
多
く
の
奉
仕
者

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
目
標
を
１
０
４

％
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成３年度 共同募金実紀

達成率１０４％目標額８３２ ，７００門

○
し
Ｓ
セ

能
カ
開
発
講
座

　
県
立
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

講
座
の
受
講
老
を
募
集
し
ま
す
。

○
ワ
ー
プ
ロ
竈
座
（
初
級
）

受受定時日
　講
付料員間程

次
の

３
月
９
側
、
１
０
０
０
，
１
２
ｕ
Ｏ
、
旭
幽
日

午
後
６
時
～
８
時
５
０
分

２
０
名
２
０
０
０
円

２
月
２
０
旦
木
〕

　
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
及
び
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
８
０
５
５
王
些
８
９
ｌ
１

安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
を

　
自
動
車
の
使
用
老
は
、
自
動
車
の
安
全
な
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罧

転
に
必
要
な
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
一
定
台

数
以
上
の
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
ご
と
に
安
全

運
転
管
理
老
等
の
選
任
を
道
路
交
通
法
（
第
〃

条
の
２
一
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
選
任
届
出
の
済
ん
で
な
い
事
務
所
は
、
速
や

　
　
睡

か
に
適
格
者
を
選
任
の
う
え
届
出
を
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
自

※
一
定
台
数
と
は

Ｑ
目
家
用
自
動
車
を
五
台
以
上
使
用
す
る
と
き

＠
茉
用
定
員
１
１
人
以
上
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
一

　
台
以
上
使
用
す
る
と
き

※
適
格
者
と
は

○
蛆
才
以
上
の
老

　
目
動
車
の
運
転
管
理
に
関
し
、
二
年
以
上
の



ＹＬ０だより

スキー教室

　町 ・教育委員会主催による西桂町スキー教室が１月９日（木〕～

１０日（金）の１泊２日の日程で、長野県栂池高原スキー場において

開催されました 。

　今年も親子スキー教室として行なわれ・４０人の親子に参加して

いただき 、自然とのふれあいの中でスキー技術を習得しました 。

　今回はじめてスキーを行った人も帰りまでには滑れるようにな

り、 終始なごやかに無事日程を終えました 。　 ．ピ＝叡

初
詣
で
マ
ラ
ソ
ン

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
、
新
年

の
朝
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会

館
を
出
発
、
町
内
七
つ
の
神
社
を
一
周
し

て
、
今
年
も
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
家
内

安
全
・
健
康
増
進
等
を
そ
れ
ぞ
れ
神
杜
に

祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
初
詣
で
マ
ラ
ソ
ン
も
十
回
目
を

む
か
え
、
参
加
老
も
約
四
〇
〇
名
程
集
ま

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
第
十
回
と
い
う
こ
と
で

小
沼
郵
便
局
の
御
協
力
を
得
て
、
風
景
入

日
付
印
を
使
用
し
た
記
念
完
走
賞
を
参
加

老
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
健
康
増
進
に
心
誰
け
て
が
ん
ぱ

り
ま
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
３
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

回線使用料｛基本料金〕表契約回線毎の月額すごの し金三業万 た

考書菱妄肇窪ミ奏突
ま様すさな　で電
すサ 。せり取 ・話
の１　て ’扱ｒ契
でビ　 い電所電約
し・ ス　た話の気回

ｏ

加入冒話の竈憲 利用竈劇 ４胆取搦所 ３螂取扱所

事務用 ２， ０５０円 １， ７５０円

単独匂話
住宅用 １， ３５０円 １， １刷円

８Ｎ 秘 話 事務用
１， ７００円 １，４刷円

＾Ｔ２３

Ｔ

共
個別呼出式

住宅用 １， １ＯＯ円 ９５０円

一　薯蓬地一実
Ｎ　先質位従務
　　　　なに業経丁【都交あ員験
　　　ｏ留通る ’を
Ｔ５警事者車有
　　５察犯〕両す力、 　４署老　等る
撃ら垂姦帖姦老
　　Ｏ係除　導

同 改 １ か ．

９吉
電

定 １

６田
れ 管

事務用 １， ２５０円 １， ０５０円 さ ｏ ま 理
１支 話 個別呼出式 上何の だ基種通線 れ す で
○店 住宅用 ７５０円 冊Ｏ円 げと一 き本類信が ま ｏ き

まぞ層 ま料が事五 し る
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舳榊西桂町老人保健だより咄
老人保健の手続き こんな時はかならず届け出て下さい

。

’■ 　’’

７０歳にな ｒ 保険証を添えて 、役場住民課に届け ７０歳到達後
たとき 出る 。 すみやかに

６５歳を過ぎ 国民年金証書、身体障害者手帳のい 寝たきりに
て寝たきり ずれかに保険証を添えて役揚住民課 なｒ たとき
にな ったと に認定の申請をする 。

き

転入してき 保険証を添えて役場住民課に届ける 。
１４日以内に

たとき

転出したと 保険証、医療受給老証を添えて役場 転出する前
き 住民課に届け出る 。 に

死亡したと 死亡届義務者が死亡者の保険証、医 １４日以内に
き 療受給老証を添えて役場住民課に届

け出る む

町内で居住 保険証、医療受給者証を添えて役場 １４日以内に
地が変更し 住民課に届け出る 。

たとき

加入してい 新しい保険証を添えて役場住民課に すみやかに
る保険が変 届け出る。社会保険加入老で被保険
わｒ たとき 老証の勤め先の変更等により保険証

が変わ ｒたとき 。

医療保険の 生活保護を受けるようにな ったとき すみやかに
加入し格を は、 役場住民課に届け出る 。

失っ たとき

交通事故に 老人医療受給対象老が第三着の行為 すみやかに
あｒ たとき により病院にかかる場合は、役場住

民課に被害を届け出る 。

　　　　　　　　　　　上記の場合、必ず印鑑をご持参下さい
血

正Ｌい受診を心がけましょう 。

◎受診を受ける場合は、保険証、医療受給老証を必ず提出しま

　し ょう 。

◎何 ヶ所もの医療機関で受診することは、回復を遅らせること

　になりますので注意しまし 上う 。
◎治療を途中から勝手にやめることは避けまし ょう 。

◎交通事故などで保険証を使うときは、必ず市町村の老人保健

　の係りに届け出ましょ う。

◎日頃から健康管理に心がけ、市町村が実施する検診を必ず受

　けまし ょう 。

平成３年度援護恩給関係巡回相談を左記により実施いたします
。

日時２月１９日（水）

会場富士吉田市役所会議室

時閻午後１時３０分～３時

対象者　旧軍人、軍属及びその遺族

相談事項　旧軍人・軍属その他これに準じる老にかかる恩給午

　　　　金・一時金及び特別給付金、慰労品等の請求権の有無

　　　　並びに講求手続などの相談

留意事項　旧軍人に関する証拠書類を所有している場合、印鑑

　　　　とともに当日持参してください
。

回覧板 １１１１１１１１１１１１

舳舳舳税務だより削
　　　　圏窟串自は

　　　　　　　　垂レくお早め層１

犬月税務署

２月１７日～３月１６日

２月１日～３月１６日

３月３１日

◎所得税 ・事業税 ・住民税の共同説明会開催のお知

　らせ

河□湖中央公民館　２月３日旧）１３時

富士吉田市民会館　２月４日ｕＯ　　～

都留市役所２月５日（水〕１５Ｉ痔

　　　　　消費税の説明会も行います 。

◎出張申告相談のお知らせ

　　所得税の申告と納付にっいての・出張相談を次

　のとおり行いますので、ご利用ください 。

※相談においでになるときは、収入及び経費のわか

　るものの他・次のものを持参してください 。

○給与所得の源泉徴収票

○生命保険料、損害保険料の支払証明書

○国民健康保険料・国民年金保険料の支払額の分か

　るもの

確定申告にっいてのお間い合せは大月税務署

　　　　　　　　　　　　ｏ０５５４（２２〕３　１　５　１

償却資産税の申告は、１月３１日（金）までですので ・

役場税務係まで、忘れずに提出してください 。

●

１４

舳舳舳眠 年金だよ り肚
国民隼金の保険料は所得から控除されます

。

　皆さんは・国民年金の保険料が確定申告のときに

所得から控除されることをご存知ですか 。

　昨年１月から１２月の聞にあなたや家族のために納

めた保険料は、その人の申告により控除されること

にな っています 。

　前納した保険料、追納した保険料、未納保険料も

控除の対象になりますので・忘れないように申告し

てください 。

　ご自分の納めた保険料の額などの詳しいことは ・

役場の国民年金係へおたずねください 。
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訪
問
看
護
婦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
の
紹
介

　
一
月
よ
り
、
下
暮
地
の
堀
内

美
登
里
さ
ん
が
訪
問
看
護
婦
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ね
た
き
り
の
人
や
、
そ
れ
に

準
ず
る
人
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

看
護
を
提
供
し
ま
す
。

　
食
塩
の
一
目
の
必
要
量
は
僅

か
一
ｇ
で
す
む
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
食
塩
は
食
べ

物
の
味
付
け
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
人
は

お
米
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
が

お
米
を
多
く
と
れ
ぱ
と
る
ほ
ど

食
塩
の
摂
取
量
も
多
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
竈
食
塩
は
と
り

過
ぎ
る
と
高
血
圧
ひ
い
て
は
脳

卒
中
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

例
え
ば
日
本
で
は
東
北
地
カ
や

北
関
東
地
方
が
食
塩
の
と
り
方

が
多
い
の
で
す
が
脳
卒
中
の
死

亡
も
ま
た
こ
の
地
方
で
古
岡
率
に

み
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
わ
が
国
の
胃
が
ん
死

亡
率
は
、
秋
田
、
山
形
、
新
潟

な
ど
日
本
海
沿
岸
に
多
く
み
ら

苫米地孝之助
＝
一
一…■■■■

れ
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は
食
塩

の
摂
取
量
も
多
い
の
で
す
が
、

特
に
問
題
に
な
る
の
は
魚
、
漬

物
な
ど
の
塩
蔵
食
晶
で
す
。
高

濃
度
の
食
塩
が
胃
壁
を
障
害
す

る
た
め
冑
が
ん
が
発
生
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
も
ま
た
胃
が
ん
の
死

亡
率
の
高
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
も
茶
が
ゆ
な
ど
熱
い
食
べ

物
を
と
る
こ
と
に
よ
ら
て
や
は

り
胃
壁
に
悪
影
響
を
与
え
る
た

め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

ま
ず
食
塩
に
つ
い
て
は
工
夫
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
一

日
十
ｇ
以
下
を
目
標
と
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
食
塩
は

現
在
し
ょ
う
油
、
み
そ
、
食
塩

な
ど
の
調
味
料
か
ら
約
半
分
を

と
っ
て
い
ま
す
の
で
減
塩
に
は

調
理
の
味
付
け
を
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
で
き
る
だ
け

新
鮮
な
食
べ
物
の
味
を
生
か
し

た
り
、
香
辛
料
や
酢
な
ど
の
調

味
料
を
用
い
た
り
、
薄
味
に
し

た
漬
物
、
み
そ
、
し
ょ
う
油
を

使
用
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま

し
上
う
。
ま
た
魚
の
加
工
品
や

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
塩
分

の
多
い
食
物
の
と
り
過
ぎ
に
も

注
意
致
し
ま
し
ょ
う
由

２月同程表
毎
１
＝
５

揖
∴
水

∴；１ 奇．１’．
二・・

　機能

．専’’．・・． 扮１’・’ １．．．・ 所．’’

ＹＬＯ会館

’除’， ・∴閃． ∴１

１３０～

，’．∴対、∴∴ ’∴・毒’・

６ 木 健康相 談 ＹＬＯ会館 午前中

６ 木 妊婦教室 役場２Ｆ和室 １：３０～ 平３ ．９月～１２月

１３ 木 〃 〃 〃

１７ 月 機能訓練 ＹＬＯ会館 ９：３０～

２０ 木 健 廉相　談 ＹＬＯ会館 牛前中

〃 〃 妊婦教室 役場２Ｆ和室 １：３０～

２５ 火 乳児健診 〃 １１３０～ 平３年４月 ・７月 ・ｌＯ月生れ

２５ 火 」」

」 種混　合 役場大会議室 １：． ３０～ 平成元９月～２年１月生れ

２７ 木 娃 婦教室 役場和室 １１ ３０～
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